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研究論文

韓
半
島
南
部
地
域
に
お
け
る
初
期
造
瓦
技
術
の
導
入
、

ー
百
済
、
新
羅
の
初
期
造
瓦
技
術
と
仏
教
｜

普
及
と
そ
の
背
景i青

水

昭

博

検
討
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。

仏
教
と
の
関
わ
り
を
、
改
め
て
韓
半
島
南
部
地
域
の
百
済
、
新
羅
を
対
象
に
し
て

は
じ
め
に

韓
半
島
の
海
を
隔
て
た
東
方
に
位
置
す
る
日
本
は
、
韓
半
島
三
国
時
代
の
一
園
、

百
済
か
ら
六
世
紀
中
葉
に
仏
教
を
受
け
入
れ
、
お
よ
そ
半
世
紀
後
に
本
格
的
に
仏

1.飛鳥寺（星組）

教
を
導
入
し
、
造
寺
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
。
用
明
二
（
五
八
七
）
年
に
発
願
、
翌

年
に
造
営
が
開
始
さ
れ
た
日
本
で
最
初
の
本
格
的
な
仏
教
寺
院
で
あ
る
飛
鳥
寺
の

造
営
に
際
し
て
は
、
百
済
か
ら
造
瓦
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
技
術
者
が
渡
来
し
、

そ
の
造
営
を
援
助
し
た
こ
と
を

『日
本
書
紀
』
や

「元
興
寺
伽
藍
』
は
伝
え
る
。

そ
し
て
、
そ
の
記
録
が
正
し
い
こ
と
は
、
飛
鳥
寺
で
お
こ
な
わ
れ
た
発
掘
調
査
と

そ
の
出
土
瓦
な
ど
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
（
図
1
、
奈
文
研

一
九
五
六
）

。
そ
の

後
の
日
本
の
造
瓦
技
術
の
普
及
、
展
開
は
、
仏
教
の
普
及
、
仏
教
寺
院
の
造
営
と

二
人
三
脚
で
歩
み
を
進
め
て
い
っ
た
と
み
て
よ
い
。

日
本
に
み
ら
れ
る
、
こ
の
よ
う
な
造
瓦
技
術
の
導
入
、
普
及
と
仏
教
と
の
関
係

は
、
韓
半
島
に
お
い
て
ど
の
程
度
、
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
は
、
あ

る
意
味
で
常
識
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
造
瓦
技
術
の
導
入
、
普
及
と

2.飛鳥寺 （花組）

。。

日本の瓦図1



百
済
、
新
羅
の
造
瓦
技
術
の
導
入
、
普
及
の
様
相

本
章
で
は
、
造
瓦
技
術
の
導
入
、
普
及
と
仏
教
と
の
関
係
を
検
討
す
る
前
提
と

し
て
、
百
済
、
新
雑
両
国
に
お
け
る
造
瓦
技
術
の
導
入
、
普
及
の
様
相
を
簡
単
に

整
理
す
る
。

（

1
）
百

済

百
済
に
造
瓦
技
術
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
漢
城
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
淡
城
時

代
の
瓦
は
、
王
都
の
あ
っ
た
漢
城
（
現
・
大
韓
民
国
ソ
ウ
ル
特
別
市
）
を
中
心
に
分
布

す
る
。
漢
城
時
代
の
瓦
当
文
様
は
、
瓦
当
面
を
十
字
の
区
画
線
に
よ
っ
て
四
つ
の

区
画
に
分
け
る
構
図
を
基
本
と
す
る
（
図

Z
I
－
－

2
）。

同
様
の
構
図
は
、
中
国

漢
代
の
雲
気
文
瓦
当
（
軒
丸
瓦
）
に
共
通
し
、
基
本
的
に
は
そ
の
影
響
下
に
あ
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
褒

一
九
八
二
、
亀
田
一
九
八
四
、
谷

一
九
八
六
、
大
脇

一
九
九

六）

。
ま
た
、
漢
城
時
代
に
確
認
で
き
る
丸
瓦
、
平
瓦
の
成
形
技
法
で
あ
る

「泥
条

盤
築
技
法
」
は
、
韓
半
島
に
設
置
さ
れ
た
楽
浪
郡

（前
一
O
八
土
一
一
二
二
年
）
の
瓦
に

も
あ
り
（
大
脇

一
九
九
六
、
郷
二
O
O
七
）
、
渓
城
時
代
の
瓦
の
直
接
的
な
源
流
は
、

楽
浪
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
楽
浪
と
の
関
係
は
、
瓦
当
文
様

に
加
え
、
軒
丸
瓦
、
丸
瓦
、
平
瓦
な
ど
の
製
作
技
法
に
及
ぶ

（大
脇

一
九
九
六
、
鄭

二
O
O
七）

。
し
か
し
、
両
者
の
瓦
当
文
様
を
み
る
と
、
基
本
的
な
構
図
は
近
い
も

の
の
、
両
者
に
完
全
に
一
致
す
る
例
は
な
く
、
そ
こ
に
百
済
の
独
自
性
を
み
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。

漢
城
時
代
の
瓦
当
文
様
の
主
流
と
な
る
の
は
、
十
字
の
区
画
線
に
よ
っ
て
瓦
当

面
を
四
区
画
に
分
け
、
さ
ら
に、

主
軸
と
な
る
区
画
線
か
ら
枝
線
を
派
生
さ
せ
、

校
線
や
中
房
に
円
文
を
配
置
す
る
文
様
で
あ
る

（図
Z
I
－
－

2
）。

近
年
の
研
究

で
は
、
こ
う
し
た
文
様
が
銭
貨
を
モ
デ
ル
と
し
て
成
立
し
た
と
み
る
見
解
が
強
い

（以
下
、

「銭
文
」
と
す
る
。
門
田
二
O
O
二
、
権
二
O
O
三
、
梁
二
O
O
八
）。

楽
浪
経

由
で
漢
代
の
瓦
当
文
様
の
構
図
を
受
け
入
れ
、
そ
こ
に
、

当
時
、
交
流
の
あ
っ
た

中
国
東
晋
の
銭
に
対
す
る
思
想
的
影
響
を
背
景
に
、
百
済
独
自
の
瓦
当
文
様
で
あ

る

「銭
文
」
を
創
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

「
銭
文
」
軒
丸
瓦
が
、
王
宮
や

王
陵
な
ど
漢
城
の
限
ら
れ
た
遺
跡
で
し
か
出
土
し
な
い
点

（権
ニ
O
O
八
）
は、

銭

文
」
軒
丸
瓦
そ
の
も
の
が
、
百
済
王
家
の
富
と
権
力
を
象
徴
す
る
イ
メ
ー
ジ

（梁
二

0
0八
）
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
よ
う
。
な
お
、

「銭
文
」
軒
丸
瓦
の
年
代

を
ニ
1
三
世
紀
中
頃
ま
で
遡
ら
せ
て
考
え
る
見
解
も
み
ら
れ
る
が

（国
立
文
化
財
研

究
所
二
O
O
ニ

、

「銭
文
」
軒
丸
瓦
が
出
土
す
る
ソ
ウ
ル
特
別
市

・
石
村
洞
四
号

墳
例
の
築
造
年
代
で
あ
る
四
世
紀
後
半
1
五
世
紀
初
頭

（図
2
1
1
、
亀
田
二
O
O

六）

か
ら
み
て
、
四
世
紀
代
を
大
き
く
遡
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

漠
城
時
代
に
は
「
銭
文
」
軒
丸
瓦
の
他
に
、
高
句
麗
系
の
蓮
菅
文
軒
丸
瓦

（図
2

－

3
・
4
、
亀
岡
二
O
O
六）

、
中
国
南
朝
系
の
獣
面
文
軒
丸
瓦

（図
2
1
5
、
権
二
O

O
八
）
、
中
国
北
朝

（北
貌
）
系
の
蓮
華
文
軒
丸
瓦

（図
2
1
6
、
続
二
O
O
八）

な

ど
、
楽
浪
以
外
の
園
、
地
域
の
直
接
的
な
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
瓦
も
出
土
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
年
代
的
に
は
、
お
お
む
ね
五
世
紀
代
に
な
っ
て
、
周
辺
地

域
と
の
活
発
な
交
流
が
お
こ
な
わ
れ
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
そ
の
出
土
数
か
ら
み
て
、
大
き
な
影
響
は
想
定
し
難
い
。

蓋
歯
王
二
十
一
（四
七
五
）
年
、
百
済
は
高
句
麗
に
王
都
、
漢
減
を
奪
取
さ
れ
、
蓋

n
E
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歯
主
は
殺
さ
れ
た
。
同
年
、
百
済
は
文
周
王
を
立
て
、
漢
城
の
は
る
か
南
方
の
熊
津

（大
韓
民
国
忠
清
南
道
公
州
市
）
に
都
を
避
し
、
国
の
再
興
を
は
か
る
こ
と
に
な
る
。

熊
津
遷
都
後
の
瓦
に
み
ら
れ
る
様
相
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

つ
ぎ
の
コ一
点
で
あ

る。

一
点
目
は
、
瓦
当
文
様
に
漢
城
時
代
の
「
銭
文
」
が
採
用
さ
れ
ず
、
ほ
ぽ
蓮

華
文
に
統

一
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
両
時
代
の
最
も
大
き
な
違
い
と
い

え
る
。
蓮
華
文
軒
丸
瓦
導
入
に
、
当
時
、
緊
密
な
交
流
を
お
こ
な

っ
て
い
た
中
国

南
朝
宋
、
斉
の
影
響
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う

（李
二
O
O
二
）
。

新
都
、
熊
津
で
の
造
瓦
活
動
の
開
始
は
、
王
宮
と
推
定
さ
れ
る
公
山
城
の
造
営

に
関
わ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（

『三
国
史
記
」
文
周
王
三

（四
七
七
）
年
条
）
。
李

タ
ウ
ン
氏
は
、
公
山
城
か
ら
出
土
し
た
素
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
の
な
か
で
最
も
出
土

量
の
多
い
、
同
氏
の
い
う
I
A

－1－
A
三
タ
イ
プ
の
年
代
を
そ
の
頃
に
求
め
る

（図
2

7

・
8
、
李
二
O
O
一一）。

年
代
の
比
定
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
が
、

公
山
城
出
土
瓦
の
な
か
で
最
も
古
相
を
も
っ
と
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
の

一
群
が
、
熊

津
時
代
で
最
も
古
い
瓦
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
筆
者
も
考
え
る
。
た
だ
、
公
山

城
の

一
群
の
瓦
当
文
様
は
公
山
城
以
外
の
遺
跡
に
展
開
し
な
い
こ
と
に
は
注
意
す

べ
き
で
あ
る
。

二
点
目
は
丸
瓦
や
平
瓦
の
製
作
技
法
に
関
し
て
、
漢
城
時
代
と
熊
津
時
代
の
様

相
の
違
い
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る

（握二
O
O
一二）

。
両
時
代
の
差
に

つ
い
て
具
体
的
な
説
明
は
省
く
が
、
こ
う
し
た
点
は
漢
城
時
代
と
熊
津
時
代
の
造

瓦
技
術
に
あ
る
種
の
断
絶
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
こ
に
外
来

的
影
響
を
う
か
が
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、

＝
一
点
目
と
し
て
、
先
の
公
山
械
な
ど
熊
津
時
代
で
も
初
期
の
資
料
に

漢
城
時
代
に
系
譜
を
も
っ
製
作
技
法
で
あ
る

「
S
R
（H
虫色巾

8
5ふ
巴
巾
）
技
法
」

が
確
認
で
き
る
点
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
S
R技
法
と
は
、
丸
瓦
を
瓦
当

側
面
に
取
り
付
け
、
そ
の
ま
ま
外
縁
と
し
て
利
用
す
る
技
法
で
あ
る

（図
21
8、

大
脇
三
O
O七
）。

漢
城
時
代
の
瓦
に
S
R技
法
は
確
認
で
き
な
い
が
、
同
時
代
に

も
認
め
ら
れ
る

「粘
土
円
筒
依
め
込
み
技
法
」
の
改
良
で

S
R技
法
が
成
立
し
た

と
す
れ
ば
、
百
済
の
な
か
で
成
立
し
た
技
法
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
（
大
脇
二
O

O
七
）。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
熊
津
時
代
に
は
、
そ
の
初
期
か
ら
外
来
的
影
響
が
認
め

ら
れ
る

一
方
で
、
漢
城
時
代
の
造
瓦
技
術
が
継
承
さ
れ
る
側
面
も
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

熊
津
時
代
後
半
期

（六
世
紀
前
半
）
に
は
中
国
南
朝
梁
の
影
響
を
よ
り
明
確
に
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
宋
山
里
古
墳
群
・
武
寧
王
陵
の

「土
：
・
壬

-20一

辰

（五
二
一）
年
作
」
銘
増
や
宋
山
里
六
号
墳
の
「
梁
官
瓦
為
師
失
」
銘
鳩
の
存
在

に
よ

っ
て

（国
立
扶
余
博
物
館
二
O
O
一一）
、
六
世
紀
前
半
に
鴻
築
墓
に
使
用
す
る
埼

の
生
産
に
関
わ
り
、
中
国
南
朝
梁
か
ら
の
直
接
的
な
技
術
指
導
が
あ
っ
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

（図
2
I
9
1
U
）
。

ま
た
、
百
済
で
最
初
の
本
格
的
な
仏
教
寺
院
で
あ
る
大
通
寺

（忠
清
南
公
州
市
班
竹

洞
）
の
造
営
（
六
二
七
年
）
と
そ
の
後
の
澗
批
（
韓
国
忠
清
南
道
扶
余
邑
）

へ
の
遷
都

（聖
王一

六
（
五
三
人
）
年
）
と
い
う
事
業
も
、
中
国
南
朝
系
技
術
の
導
入
の
背
景
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。
大
通
寺
の
寺
名
の
「
大
通
」
が
梁
の
年
号
（
五
二
七
j
五
二
九

年
）
を
意
味
し
、
問
寺
が
梁
の
武
帝
の
た
め
に
創
建
さ
れ
た
と
の
由
絡
が
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に

（
『三
国
造
事
』
巻
一二
、
興
法
第
一

原
宗
法
輿

厭
燭
滅
身

「又
大
通
一
冗
年
丁

未
、
為
梁
帝
創
寺
於
熊
川
州
、
名
大
通
寺
」
）

、
同
寺
と
梁
と
の
関
係
は
強
く
、
そ
う



緯半島南部地域における初期造瓦技術の導入、普及とその背景〔消水〕

司E
匂‘

， 、I . 
いヤi

， 、、‘

、Jる
1.石村洞4号境 2.風納土域 3.夢村土域 4.夢村土城

？ 『 J

重量噛
5.風納土城 6.夢村土域 7.公山城 8.公山城

E山

9.武寧王陵 10.宋山里6号繍 11.武寧王陵 12.大通寺

13.大通寺 14.旧衛星寺跡 15.旧街里寺跡

..... ~ ' ··~珊

iトミ：~~;.} ~：~j 
‘丸、r、H:;I
・‘＼明慰事デ百a・
16.旧街里寺跡 17.双北里寺跡 18.軍守里廃寺

図2 百済の瓦

-21一



研究論文

し
た
寺
の
造
営
を
契
機
に
中
国
南
朝
系
の
技
術
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
避
都
に
と
も
な
っ
て
、
王
宮
や
官
街
、
寺
院
な
ど
、
瓦
を

大
量
に
必
要
と
す
る
施
設
の
造
営
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
（
李
二
O

O
ニ

、
そ
う
し
た
状
況
が
中
国
南
朝
系
の
造
瓦
技
術
が
展
開
す
る
契
機
と
な
っ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
造
瓦
技
術
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
遷
都
直
後
に
仏

教
関
連
の
知
識
、
技
術
を
要
請
す
る
目
的
で
梁
へ
使
節
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
点
も
、

上
記
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（

「梁
容
」
巻
三
、
武
帝
本
紀
、

中
大
通
六
年
三
月
条
）

。

大
通
寺
か
ら
出
土
す
る
弁
端
点
珠
式
粁
丸
瓦
を
祖
形
と
す
る
「
大
通
寺
式
」
軒

丸
瓦
は
、
中
国
南
朝
の
瓦
の
特
徴
で
あ
る
瓦
当
裏
面
回
転
ナ
デ
成
形
の
痕
跡
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き

（消
水
ニ
O
O
三
・
ニ
O
O
四
）
、
技
術
的
に
も
中
国
南
朝
に
つ

な
が
る
こ
と
が
わ
か
る

（図
2
l
u
・
5
0
ま
た
、
そ
の
後
、
大
通
寺
式
は
熊
津
、

澗
批
時
代
を
通
じ
て
主
流
的
な
文
様
と
し
て
百
済
で
大
き
く
展
開
し
て
ゆ
く

（図
2

i
n
i
M
m）。
大
通
寺
が
創
建
さ
れ
、
澗
枇
遷
都
が
お
こ
な
わ
れ
た
五
二
0
1
五
一一
一

0
年
代
は
、
造
瓦
技
術
の
展
開
の
う
え
で
大
き
な
画
期
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
。

な
お
、
湘
批
に
は
寧
｛
寸
旦
廃
寺
・
波
状
重
孤
文
軒
平
瓦

（朝
鮮
古
蹟
研
究
会
一
九
三

五
）
、
双
北
里
寺
跡

・
蓮
昔
文
軒
丸
瓦

（朴
二
O
O四
）
の
よ
う
に
中
国
北
朝
や
高

句
麗
の
影
響
が
推
定
さ
れ
る
瓦
も
存
在
す
る

（図
2
l
u
－

m）。
し
か
し
、
出
土

数
か
ら
み
て
そ
の
影
響
は
さ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
や
は
り
、

熊
津
、
湘
批
時
代
の
百
済
の
造
瓦
技
術
へ
の
中
国
南
朝
の
影
響
は
、
大
き
い
と
判

断
で
き
る
。

（

2
）
新

羅

新
経
に
造
瓦
技
術
が
導
入
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
月
城
例
な
ど
の
製
作
技

法
を
根
拠
に
四

1
五
世
紀
代
に
遡
ら
せ
る
意
見
も
あ
る
が
（
金
二
O
O
五
）
、
現
状

で
は
六
世
紀
前
半
と
み
る
の
が
確
実
な
と
こ
ろ
と
考
え
る
（
金
二
O
O
六
、
比
嘉
二
O

O
八）

。
新
羅
の
初
期
造
瓦
技
術
へ
の
周
辺
国
の
影
響
は
、
瓦
当
文
様
と
い
う
点
で

は
比
較
的
理
解
し
や
す
い
と
い
え
る
。
初
期
の
瓦
当
文
様
に
百
済
、
高
句
麗
の
影

棚
習
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
衆
目
の

一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
蓮
弁
の

中
央
に
鏑
を
有
す
る
有
軸
索
弁
蓮
華
文
の

一
群
に
関
し
て
は
、
中
国
南
朝
の
影
響

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る

（井
内

一
九
七
五

・
ニ
O
O
二
、
越
二
O
O六
、
消
水
二
O

O
七
）。

以
下
で
は
、
新
羅
の
造
瓦
技
術
導
入
期
の
状
況
を
整
理
す
る
。

百
済
の
影
轡
を
受
け
た
素
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
は
、
弁
端
点
珠
式
、
弁
端
切
り
込
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み
式
、
弁
端
曲
折
式
な
ど
の
諸
形
式
に
細
分
で
き
る
が

（金
二
O
O
四
）
、
百
済
で

も
主
流
の
弁
端
点
珠
式

（先
述
、
大
通
寺
式
）
が
主
体
と
な
る

（図
3
｜
1
）。

百
済

系
の
弁
端
点
珠
式
の
年
代
は
、
皇
龍
寺

（五
五
三
1
五
六
六
年
）
で
は
同
形
式
が
出

土
せ
ず
、
三
角
突
起
式

（弁
端
切
り
込
み
式
）
が
主
体
と
な
る
こ
と
か
ら
、
皇
龍
寺

創
建
以
前
の
年
代
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
比
嘉
二
O
O
人）

。
ま
た
、
百
済
に

お
け
る
弁
端
点
珠
式
の
初
現
は
、
五
二
七
年
に
創
建
さ
れ
た
大
通
寺
例
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら

（清
水
二
O
O
三
・
二
O
O
凶
）
、
五
二
七
年
以
降
の
六
世
紀
前
業
の

時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
百
済
の
影
響
を
受
け
た
弁
端
点
珠
式
軒
丸
瓦
は
、
六
世
紀
前
半
の

月
城
例
を
は
じ
め
と
し
て
、
泥
条
機
築
技
法
で
製
作
さ
れ
た
例
が
多
い

（国
立
慶
州

博
物
館
二
O
O
O）。

し
か
し
、
泥
条
盤
築
技
法
は
、
百
済
で
は
漢
城
時
代
に
盛
行
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園

6.皇能寺 7.興輪寺 8. 月城 9. 月城
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15.皇穣寺

16.中国南朝（南京鐘山2号寺廟遺跡）

図3 新羅 ・中国南朝の瓦
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し
た
技
法
で
あ
り

（鄭
二
O
O七
）
、
熊
津
、
澗
批
時
代
に
多
く
認
め
ら
れ
る
技
法

で
は
な
い

（戸
田
二
O
O
こ
。

泥
条
盤
築
技
法
が
百
済
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
低

い
と
い
え
る
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
泥
条
盤
築
技
法
が
土
器
と
共
通
す
る
技
法

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
瓦
陶
兼
業
窯
で
あ
る
勿
川
里
瓦
窯
跡
に
お
い
て
泥
条
盤
築

技
法
で
製
作
さ
れ
た
百
済
系
軒
丸
瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
図
3
｜
2
・
3
）
、

陶
工
の
関
与
を
推
定
す
る

（沈
ニ
O
O
一）。

新
羅
の
初
期
の
瓦
に
泥
条
版
築
技
法

に
よ
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
背
景
に
、
陶
工
の
造
瓦
へ
の
参
加
と
い
う
状
況
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
六
世
紀
後
半
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
皇
龍

寺
例
に
は
瓦
当
裏
面
に
回
転
ナ
デ
成
形
の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

（図
3
1

4
、
国
立
俊
州
博
物
館
二
0
0
0）
、
同
期
に
お
け
る
百
済
と
の
技
法
的
な
つ
な
が
り

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
句
麗
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
軒
丸
瓦
の
特
徴
は
、
弁
端
が
尖
形
を
な
す

こ
と
で
あ
る

（図
3
｜
5
）。

蓮
弁
が
中
房
か
ら
独
立
し
、

三
角
形
な
い
し
は
棋
形

の
大
き
い
問
弁
と
高
い
外
縁
を
も
っ
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。
高
句
麗
系
の
年
代
に

つ
い
て
は
、
祖
形
と
考
え
ら
れ
る
月
城
例
を
も
っ
て
五
世
紀
末
葉
と
す
る
見
解
も

あ
る
が
、
現
状
で
は
、
六
世
紀
前
半
i
中
葉
の
時
期
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
比
嘉

二
O
O
八）

。
五
五
三
i
五
六
六
年
に
造
営
さ
れ
た
皇
龍
寺
で
、
月
城
例
よ
り
い
く

ぶ
ん
退
化
し
た
瓦
が
出
土
す
る
点
も
そ
の
年
代
観
を
補
強
す
る

（図
3
1
6
）。

し

か
し
、
中
房
の
形
状
は
円
柱
状
で
あ
り
、
高
句
麗
で
み
ら
れ
る
半
球
形
の
中
房
と

は
異
な
り
、
そ
こ
に
他

（お
そ
ら
く
百
済
）
か
ら
の
影
響
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。

製
作
技
法
を
み
る
と
、
瓦
当
裏
面
に
平
行
文
叩
き
の
痕
跡
を
残
す
も
の
や
、
百

済
・
熊
津
で
成
立
し
た

「
S
R技
法
」
で
製
作
さ
れ
た
軒
丸
瓦
が
み
ら
れ
る
な
ど

（大

脇
二
O
O七
）
、
高
句
麗
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
百
済
に
系
譜
を
も
っ
技
法
が
顕
著
に
認

め
ら
れ
、
生
産
の
初
期
段
階
か
ら
百
済
系
の
技
術
に
よ
り
高
句
麗
系
軒
丸
瓦
の
生
産

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
、
百
済
系
の
造
瓦
技
術
が
高
句

鹿
系
に
先
行
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

新
羅
の
有
軸
素
弁
蓮
華
文
に
つ
い
て
は
、
高
句
麗
の
蓮
菅
文
に
由
来
す
る
と
の

見
方
が
主
勢
で
あ
る
が

（妥
二
0
0
0
、
金
二
0
0
0）
、
中
国
南
京
周
辺
か
ら
出
土

す
る
類
例
の
存
在
か
ら
み
て

（図
3
！
日・

2
、
中
国
南
朝
系
の
文
様
と
み
る
ほ

う
が
理
解
し
や
す
い

（図
3
1
8
1
m、
井
内

一
九
七
五
・

二
O
O
二
、
組
二
O
O六、

消
水
二
O
O七
）
。
古
新
羅
を
代
表
す
る
六
葉
の
有
軸
素
弁
蓮
華
文
は
、
中
国
南
朝

系
の
有
軸
索
弁
蓮
華
文
の
系
譜
で
成
立
し
た
文
様
で
あ
る

（図
3
｜
目
、
越
二
O
O
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六
）。

中
国
南
朝
系
の
年
代
に

つ
い
て
は
、
皇
龍
寺
再
建
伽
藍
の
造
営
と
関
連
し

て
、
六
世
紀
第
四
半
期
に
導
入
さ
れ
た
も
の
と
の
見
解
が
あ
る
（
越
二
O
O
六
）
。

筆
者
も
新
羅
で
中
国
南
朝
系
の
瓦
が
普
及
す
る
時
期
は
、
そ
の
頃
と
み
て
よ
い
と

考
え
る
。
た
だ
、
そ
の
祖
形
に
関
し
て
は
、
中
国
南
朝
梁
代
の
南
京
市
府
八
府
塘

例

（図
3
ー
は
、
賀
二
O
O五）

に
類
似
す
る
資
料
が
輿
輪
寺
跡
（
慶
州
市
沙
正
洞
）
か

ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い

（図
3
1
7
、
国
立
慶
州
博
物
館
二
O
O
O）。

す
な
わ
ち
、
輿
輪
寺
跡
例
が
同
寺
の
創
建
瓦
と
す
れ
ば
、
中
国
南
朝
系
の
瓦
の
年

代
も
、
同
寺
の
造
営
期
間
で
あ
る
法
輿
王
一

四

（五二
七
）
i
真
輿
王
五

（五
四
四
）

年
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
も
あ
る
と
み
る
の
で
あ
る
。

中
国
南
朝
系
の
製
作
技
法
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
情
報
を
も
た
な
い
が
、
瓦
当

裏
面
の
回
転
ナ
デ
成
形
の
痕
跡
や
瓦
当
裏
面
の
叩
き
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
る



（図

3
l
u
・
目
、
山
崎
二
O
O
八
）
。
回
転
ナ
デ
成
形
の
痕
跡
は
、
中
国
南
朝
の
瓦

に
も
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
り
（
図
3
｜
時

賀

二
O
O九
）
、
大
き
く
は
中
国
南
朝

系
の
造
瓦
技
術
と
み
な
せ
、
文
様
、
技
術
と
も
に
中
国
南
朝
か
ら
移
入
さ
れ
た
可

能
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
同
技
法
は
、

百
済
系
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
中
国
南
朝
の
直
接
的
な
系
譜
と
み

る
か
、
百
済
の
影
響
と
み
る
か
、
そ
の
判
断
は
難
し
い
。
瓦
当
裏
面
の
叩
き
も
百

済
に
系
譜
を
も
っ
技
法
で
あ
る
。

新
羅
の
初
期
の
造
瓦
技
術
の
動
向
は
、
文
様
的
に
は
、
六
世
紀
前
半
に
百
済
か

ら
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
、
や
や
遅
れ
て
、
六
世
紀
中
葉
を
前
後
す
る
頃
に
、
高
句

麗
、
中
国
南
朝
系
の
文
様
が
採
用
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
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る
。
し
か
し
、
高
句
麗
、
中
国
南
朝
系
に
も
百
済
系
の
技
術
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
技
術
面
に
関
し
て
は
、
百
済
の
影
響
が
よ
り
大
き
い
と
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

以
上
、
百
済
、
新
羅
両
国
の
造
瓦
技
術
の
導
入
、
普
及
の
様
相
を
検
討
し
て
き

た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
そ
の
要
点
を
ま
と
め
て
お
く
。

百
済
の
造
瓦
は
四
世
紀
代
に
楽
浪
系
の
技
術
を
基
層
と
し
て
始
め
ら
れ
た
。
そ

こ
で
採
用
さ
れ
た
瓦
当
文
様
は
、
淡
代
の
雲
気
文
の
文
様
を
基
本
と
し
て
、
東
晋

の
思
想
的
影
響
の
も
と
、
百
済
で
創
作
さ
れ
た
「
銭
文
」
で
あ
っ
た
。
熊
津
で
再

輿
さ
れ
た
百
済
は
、
銭
文
で
は
な
く
、
蓮
華
文
を
採
用
す
る
。
熊
津
遷
都
後
の
こ

の
変
化
に
は
大
き
く
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
中
国
南
朝
宋
、
斉
の
強
い
影
響
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

一
方
で
熊
津
時
代
初
期
の
瓦
と
推
定
さ
れ
る

公
山
城
例
の
文
様
系
譜
が
広
く
展
開
し
な
い
点
に
も
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

百
済
に
お
い
て
中
国
南
朝
の
影
響
が
よ
り
明
確
に
な
る
の
は
、
武
寧
王
陵
（
五
二
五

年
）
や
宋
山
里
六
号
墳
が
築
造
さ
れ
る
六
世
紀
前
半
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
や
や

遅
れ
て
、
五
二
七
年
に
大
通
寺
が
造
営
さ
れ
、
五
三
八
年
に
は
澗
批
へ
の
避
都
が

挙
行
さ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
大
通
寺
の
創
建
瓦
を
祖
形
と
す
る
大
通
寺
式

（弁
端
点
珠
式
）
が
そ
の
後
、
主
流
的
な
文
様
と
な
る
背
景
に
は
、
大
通
寺
の
創
建
、

あ
る
い
は
そ
の
後
の
澗
批
避
都
と
い
う
大
事
業
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
。
五
二
0
1五
三
0
年
代
は
、
百
済
の
造
瓦
技
術
の
展
開
に
お
い
て
大

き
な
画
期
と
な
っ
た
時
期
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
羅
の
場
合
、
瓦
当
文
様
の
あ
り
方
か
ら
、
百
済
、
高
句
麗
、
中
国
南
朝
と
い

っ
た
周
辺
諸
国
の
影
響
を
比
較
的
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
系
統
の
出
現
時
期
は
、
現
状
で
は
、
五
二
七
年
以
降
の
六
世
紀
前
半
に
百
済
系

が
登
場
、
六
世
紀
前
半
1
中
葉
に
高
句
麗
系
、
中
国
南
朝
系
が
お
そ
ら
く
興
輪
寺

の
造
営
に
と
も
な
い
五
二
七
1
五
四
四
年
頃
に
導
入
さ
れ
る
と
い
う
図
式
が
想
定

さ
れ
る
が
、
大
局
と
し
て
は
、
六
世
紀
前
半
1
中
葉
と
い
う
短
い
期
間
に
、
周
辺

諸
国
の
造
瓦
技
術
を
複
雑
に
取
り
込
ん
だ
状
況
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
製
作

技
法
と
い
う
側
面
を
み
る
と
、
高
句
麗
、
中
国
南
朝
系
に
は
、

や
や
先
行
し
て
導

入
さ
れ
た
百
済
系
の
影
響
が
み
と
め
ら
れ
、
百
済
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。造

瓦
技
術
の
導
入
、
普
及
と
仏
教

前
章
で
は
、
百
済
、
新
羅
の
造
瓦
技
術
の
導
入
、
普
及
の
様
相
を
簡
単
に
整
理
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し
て
き
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
内
容
を
受
け
て
、
本
論
の
課
題
で
あ
る
両
国
に
お

け
る
造
瓦
技
術
の
導
入
、
普
及
と
仏
教
の
伝
来
、
受
容
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検

討
を
お
こ
な
う
。
前
章
で
は
、
百
済
、

新
羅
の
造
瓦
技
術
の
導
入
、

普
及
の
様
相

を
簡
単
に
整
理
し
て
き
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
内
容
を
受
け
て
、
本
論
の
課
題
で

あ
る
両
国
に
お
け
る
造
瓦
技
術
の
導
入
、
普
及
と
仏
教
の
伝
来
、
受
容
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
う
。

（

1
）
百

済

百
済
に
お
け
る
仏
教
伝
来
は
、
枕
流
王
元
（
三
八
四
）
年
に
胡
僧
摩
緩
難
が
来
晋
よ

り
来
て
、
百
済
に
仏
教
を
伝
え
た
こ
と
と
さ
れ
る

（
『三
国
史
記
』
百
済
本
紀
第
二一

四

枕
流
王
）。

枕
流
王
は
宮
中
に
こ
れ
を
迎
え
て
礼
敬
を
致
し
、

翌
年
に
は
漢
城

に
仏
寺
を
創
建
し
、
得
度
僧

一
O
人
を
住
ま
わ
せ
た
と
い
う
。
百
済
の
仏
教
伝
来

は
、
百
済
が
最
初
に
東
晋
へ
追
使
を
派
遣
し
た
年
か
ら
約
十
二
年
後
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
仏
教
の
受
容
に
は
、
高
句
麗
と
の
緊
迫
し
た
関
係
を
背

景
に
、
東
晋
と
の
関
係
を
深
め
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
河
上
二
O

O
八
）
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
漢
城
時
代
に
は
仏
教
関
係
の
記
録
は
な
く
、
ま
た
、

仏
教
寺
院
等
の
存
在
を
示
す
明
確
な
遺
構
、
遺
物
も
な
い
。
漢
城
時
代
に
仏
教
は

受
容
さ
れ
た
も
の
の
、
大
き
く
は
普
及
し
て
い
な
か

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
漢
城
時
代
の
瓦
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
瓦
当
文
機
に

蓮
華
文
で
な
く
、

「
銭
文
」

が
主
に
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
銭
文
」

は
、
中
国
東
晋
の
思
想
的
影
響
を
受
け
て
、
百
済
に
お
い
て
創
出
さ
れ
た
文
様
と

み
ら
れ
る
が
（
門
田
二
O
O
二
）
、
漢
城
時
代
、
仏
教
を
象
徴
す
る
文
様
で
あ
る
蓮

華
文
で
な
く
、

「
銭
文
」
が
採
用
さ
れ
た
背
景
に
は
、
百
済
で
仏
教
が
普
及
し
て

い
な
い
状
況
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
高
句

鹿
に
お
い
て
仏
教
が
普
及
す
る
四
世
紀
前
半
段
階
の
瓦
当
文
様
が
蓮
華
文
で
は
な

く、

雲
気
文
を
基
本
に
高
句
麗
で
創
作
さ
れ
た
巻
雲
文
で
あ
り
、
蓮
華
文

（蓮
菅

文
）
が
普
及
す
る
の
は
仏
教
を
受
容
し
た
四
世
紀
後
半
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
点

と
近
い
犠
相
を
呈
す
る
。

百
済
に
お
い
て
本
格
的
に
仏
教
が
受
容
さ
れ
る
の
は
、
武
寧
王

（五
O
一
1
五
二

三
年
）
、
聖
王

（五
二
三
1
五
五
四
年
）
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
両

王
の
時
代
に
五
部
制、

五
方
制
を
採
用
す
る
な
ど
、
中
央
集
権
化
が
進
め
ら
れ
る

が
、
そ
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
の
側
面
も
あ
り
、
仏
教
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
は
、
梁
で
三
十
余
年
の
修
行
を
お
こ
な
っ
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た
の
ち
、
帰
国
し
た
沙
門

・
発
生
や
、
中
印
度
の
や
巾
伽
那
大
律
寺
で
五
年
の
修
行

を
お
こ
な
い
、
党
僧
倍
達
多
三
蔵
を
伴
い
、
帰
国
し
た
沙
門
・

謙
益
な
ど

（中
井
一

九
九
四
）
、
具
体
的
な
僧
の
動
き
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
百
済
で
仏
教
が
本
格
的
に

興
隆
し
て
い
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
、
聖

王
は
、
大
通
元
年

（五
二
七
）
に
梁
の
武
帝
の
た
め
に
、
梁
の
年
号
「
大
通
」
を
冠

し
た
、

大
通
寺
を
造
営
し
て
い
る
。
大
通
寺
は
、
国
が
指
導
し
て
造
営
さ
れ
た
国

営
寺
院
で
あ
り

（蘭
回

一
九
八
九
）
、
そ
の
段
階
で
国
家
的
な
仏
教
の
受
容
が
本
格

化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
通
寺
跡
と
推
定
さ
れ
る
遺
跡
は
、
公
州
市
班
竹
洞
周
辺
に
存
在
す
る
。
付
近

か
ら
は
講
堂
跡
と
推
定
さ
れ
る
基
壇
跡
が
検
出
さ
れ
、

一
塔

一
金
堂
式
の
伽
藍
配

置
が
推
定
さ
れ
て
い
る

（軽
部

一
九
四
六
）。

調
査
は
部
分
的
な
も
の
で
、
伽
藍
配



置
や
寺
域
の
復
元
に
つ
い
て
は
今
後
の
謀
題
で
あ
る
が
、
周
辺
か
ら
は
熊
津
時
代

に
遡
る
弁
端
点
珠
式
軒
丸
瓦
（
「
大
通
寺
式
」
）
や

「大
通
」
、

「
通
」
銘
文
字
瓦

も
採
集
さ
れ
て
お
り
（
李
二
O
O
ご）

、
少
な
く
と
も
、
こ
の
周
辺
に
大
通
寺
跡
を

比
定
す
る
こ
と
は
妥
当
と
考
え
る

（清
水
ニ
O
O三
・
二
O
O四
）。

こ
う
し
た
具
体

的
な
遺
構
、
遺
物
の
存
在
を
も
っ
て
し
で
も
、
熊
津
時
代
後
期
に
な
っ
て
、
仏
教

が
興
隆
し
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
造
瓦
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
で
は
、
大
通
寺
か
ら
出
土
す
る
弁
端
点

珠
式

（
「
大
通
寺
式
」

）
軒
丸
瓦
の
あ
り
方
は
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
通
寺

創
建
瓦
を
祖
形
と
す
る
「
大
通
寺
式
」
軒
丸
瓦
は
熊
津
時
代
だ
け
で
な
く
、
澗
批

時
代
を
通
じ
て
、
百
済
の
素
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
を
代
表
す
る
瓦
当
文
様
と
し
て
普

総半島南部地域における初期造瓦技術の導入、普及とその背景〔消水〕

及
す
る
の
で
あ
る
（
消
水
ニ
O
O
三
・
ニ
O
O四
）。

そ
こ
に
、
外
交
の
上
で
必
要
と

い
う
側
面
が
あ
る
と
は
い
え

（
河
上
ニ
O
O八
）
、
梁
か
ら
仏
教
を
受
容
し
た
百
済

が
、
積
極
的
に
仏
教
を
普
及
さ
せ
、

「
大
通
寺
式
」
の
文
様
を
、
仏
教
を
象
徴
す

る
文
様
と
し
て
尊
重
し
た
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

先
述
し
た
よ
う
に

「大
通
寺
式
」
軒
丸
瓦
に
は
、
瓦
当
裏
面
の
回
転
ナ
デ
成
形
の

痕
跡
を
確
認
で
き
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
痕
跡
は
中
国
南
朝
の
瓦
に
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
、
百
済
と
中
国
南
朝
の
造
瓦
が
技
術
的
に
も
つ
な
が
る
こ
と

を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
熊
津
時
代
に
お
い
て
、
大
通
寺
式
に
先
行
す
る
と
み
ら
れ
る
公
山
城
例

の
瓦
当
文
様
で
す
で
に
蓮
華
文
は
採
用
さ
れ
て
い
る
。
蓮
華
文
を
採
用
し
た
背
景

に
は
、
当
時
、
活
発
な
交
流
を
お
こ
な
っ
て
い
た
中
国
南
朝
の
宋
、
斉
の
影
響
が

想
定
さ
れ
る

（李二
O
O
二
）
。

し
か
し
、
熊
津
で
公
山
城
例
の
同
系
文
様
が
広
く

展
開
し
た
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
点
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
や
は
り
、
五
二
0
年
代
に
大
通
寺
が
造
営
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
澗
批
避
都
の

時
期
に
か
け
て
、
大
通
寺
式
軒
丸
瓦
が
普
及
し
て
ゆ
く
状
況
の
方
が
、
百
済
の
武

寧
王
、
聖
王
代
の
仏
教
の
普
及
と
相
関
す
る
動
向
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

百
済
の
武
寧
玉
、
聖
王
代
は
、
ほ
ほ
梁
の
武
帝
の
在
世
（五
O
ニ
1
五
四
九
年
）
に

併
行
す
る
が
、
外
交
的
な
目
的
で
本
格
的
に
仏
教
を
受
容
し
た
百
済
は
、
梁
と
の
関

係
を
考
慮
し
て
、

王
様
主
導
で
崇
仏
を
推
進
し
て
い
く

（河
上
二
O
O八
）。

そ
う
し

た
背
景
の
な
か
で
、
造
瓦
技
術
は
普
及
、
展
開
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
以
下
に
述
べ
る
新
羅
で
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（

2
）
新

羅

新
羅
の
仏
教
伝
来
に
関
し
て

『三
国
史
記
』

（新
総
本
紀
第
四

法
奥
王

は
、
法
輿
王
一
五
年

（五
三
八）

に
「
撃
て
仏
法
を
行
ふ
」
と
記
す
。
同
条
に
は
、

仏
教
公
認
に
い
た
る
経
過
が
記
述
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
以
下
の
三
話
に
大

別
で
き
る

（簡
回

一
九
八
九
）。

一
話
は
、
前
祇
王
の
時
代

（四
一
七
1
四
五
八
年
）

に
沙
門
墨
胡
子
が
高
句
麗
か
ら
新
羅
の

一
善
郡
に
来
て
、
同
郡
の
毛
礼
の
宅
の
窟

室
に
居
し
、
梁
の
使
が
も
た
ら
し
た

「衣
著
の
香
物
」
の
用
途
を
解
し
、
香
を
焚

き、

王
女
の
難
病
を
平
癒
し
た
と
い
う
内
容
。
二
話
は
、
欧
処
王
の
時
代

（四
七
九

ー
五
O
O年）

に
僧
阿
道
が
毛
礼
の
家
に
や

っ
て
き
て
住
ん
だ
が
、
数
年
後
に
病
に

よ
り
亡
く
な

っ
た
と
い
う
内
容
。
三
話
は
、
法
輿
王
が
仏
教
を
信
奉
し
よ
う
と
し

た
際
、
群
臣
が
反
対
し
た
の
が
、
近
臣
の
異
次
頓
が
身
を
犠
牲
に
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
仏
教
を
受
容
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
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末
松
保
和
氏
に
よ
る
新
羅
の
仏
教
伝
来
に
関
わ
る
検
討
に
よ
れ
ば
、
そ
の
内
容

の
核
心
と
し
て
は
、

①
新
羅
仏
教
の
伝
来
者
は
、
僧
阿
道
で
あ
っ
た
こ
と
。
②
新

羅
仏
教
の
起
源
的
年
代
は
、
大
通
元
年
H
法
輿
王
丁
未
（
五
一
一七
）
年
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
。
③
新
羅
仏
教
は
高
句
麗
の
伝
来
に
よ
っ
て
素
地
が
築
か
れ
、
梁
使
の
到

来
を
契
機
と
し
て
国
家
容
認
に
至
っ
た
こ
と
の
三
点
に
帰
結
で
き
る
と
い
う

（末
松

一
九
五
回
、
薗
田

一
九
八
九
）
。
ま
た
、
新
羅
は
百
済
の
仲
介
で
五
二
一
年
に
梁
に
通

交
す
る
が
、
梁
と
の
外
交
を
契
機
に
仏
教
の
受
容
が
本
格
化
す
る
と
薗
田
香
融
氏

は
考
え
る
（
薗
田

一
九
八
九
）。

ま
た
、
河
上
麻
由
子
氏
は
、
新
羅
が
梁
の
国
教
と

い
う
べ
き
存
在
と
な
っ
て
い
た
仏
教
を
公
認
す
る
こ
と
で
、
梁
の
歓
心
を
買
お
う

と
し
た
と
い
う
側
面
を
強
調
す
る

（河
上
ニ
O
O
八
）。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
仏
教

受
容
の
年
で
あ
る
五
二
七
年
に
新
羅
最
初
の
本
格
的
な
仏
教
寺
院
で
あ
る
輿
輪
寺

が
天
鏡
林
の
地
に
創
建
さ
れ
（

ヨ
一一国
造
事
』
興
法
第
一

原
宗
興
法

厭
偶
滅
身
）
、

本
格
的
に
仏
教
を
受
容
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
新
羅
に
お
い
て
は
ま
ず
、
五
世
紀
代
に
高
句
麗
か
ら
私
的
な
形
で
仏
教

が
伝
来
し
、
そ
の
後
、
五
二
七
年
に
な
っ
て
梁
と
の
関
係
を
築
く
た
め
に
国
家
的

に
仏
教
が
受
容
さ
れ
た
と
い
う
流
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
前
章
の
よ
う
に
、
新
羅
の
造
瓦
技
術
が
周
辺
諸
国
の
影
響
の
も
と
、
六
世

紀
前
半
1
六
世
紀
中
葉
と
い
う
短
期
間
の
あ
い
だ
に
導
入
、
普
及
さ
れ
た
も
の
と
み

る
と
、
大
き
く
は
、
仏
教
を
本
格
的
に
受
容
し
た
時
期
と
造
瓦
の
開
始
時
期
が
重
な

る
こ
と
に
な
る
。
新
羅
に
お
い
て
は
造
瓦
技
術
と
仏
教
の
受
容
、
普
及
と
い
う
事

象
は
、
ほ
ほ
連
動
し
て
い
る
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
新
羅
の
造

瓦
と
仏
教
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
の
は
、
文
献
史
料
が
伝
え
る

高
句
麗
か
ら
の
仏
教
伝
来
を
示
唆
す
る
よ
う
に
、
新
羅
の
初
期
の
瓦
に
高
句
麗
系

の
瓦
が
み
ら
れ
、
ま
た
、
梁
と
の
外
交
を
契
機
に
仏
教
を
受
容
し
た
こ
と
と
符
号
す

る
か
の
よ
う
に
、
中
国
南
朝
系
の
有
軸
素
弁
蓮
華
文
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

初
期
の
瓦
に
高
句
麗
系
が
多
い
点
は
、
仏
教
伝
来
の
経
路
と
関
わ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
五
五
三
年
に
造
営
さ
れ
た
皇
龍
寺
の
創
建
瓦
に
高
句
麗
系
の
瓦
が
採
用

さ
れ
た
背
景
と
し
て
は
、
五
五
一
年
に
新
羅
の
武
将
、
居
柴
夫
に
伴
わ
れ
て
や
っ

て
き
た
高
句
麗
僧
、
恵
亮
の
動
向
が
関
わ
る
と
み
る
見
解
が
あ
る
（
薗
国
一
九
八
九
）。

恵
亮
が
僧
統
に
任
じ
ら
れ
、
彼
の
奨
め
で
百
座
仁
王
講
会
と
八
関
法
会
が
創
始
さ

れ
、
そ
れ
が
皇
龍
寺
で
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

皇
龍
寺
の
造
営
を
恵
亮

の
建
議
に
よ
り
も
の
と
す
る
考
え

（李
一
九
八

ご

を
前
提
と
し
た
説
で
あ
る
が
、

六
世
紀
後
半
に
高
句
麗
系
が
普
及
す
る
背
景
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

ワ
u

新
羅
で
中
国
南
朝
系
の
瓦
が
出
土
す
る
遺
跡
に
、
梁
と
の
外
交
を
契
機
に
仏
教

を
受
容
し
、
そ
の
流
れ
で
造
営
さ
れ
た
興
輪
寺
跡
が
含
ま
れ
る
こ
と
は

（国
立
慶
州

博
物
館
三
0
0
0）
、
新
羅
と
梁
と
の
関
係
を
う
か
が
う
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
先

述
し
た
よ
う
に
、
輿
輪
寺
跡
か
ら
は
新
羅
の
有
軸
素
弁
蓮
華
文
の
な
か
で
も
、
中

国
南
朝
の
事
例
に
よ
り
類
似
し
た
瓦
が
出
土
し
て
い
る

（図
3
1
7
）。

そ
う
し
た

瓦
が
興
輪
寺
跡
か
ら
出
土
す
る
背
景
と
し
て
、
百
済
と
同
様
、
仏
教
の
受
容
に
と

も
な
い
、
梁
か
ら
仏
教
寺
院
の
造
営
に
関
わ
る
様
々
な
知
識
や
技
術
の
提
供
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
六
世
紀
後
半
に
は
中
国
南
朝

系
の
瓦
は
皇
龍
寺
な
ど
の
所
用
瓦
と
し
て
採
用
さ
れ
、
七
世
紀
前
半
に
は
新
羅
を

代
表
す
る
様
式
と
し
て
、

主
流
的
な
地
位
を
築
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
新

羅
の
初
期
仏
教
に
お
け
る
梁
の
影
響
が
大
き
く
、
し
か
も
長
期
に
わ
た
り
維
持
さ



れ
た
と
す
る
見
解
（
河
上
三
O
O入
）
と
も
符
合
す
る
事
象
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
中
国
南
朝
系
の
瓦
が
膝
行
す
る
背
景
に
も
、
梁
と
の
通
交
以
来
、

中
国
南
朝
と
の
関
係
を
重
視
し
た
新
羅
の
政
治
的
、
思
想
的
状
況
が
反
映
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
外
交
的
な
目
的
で
仏
教
を
受
け
容
れ
た
新
羅
は
、
王
様
主
導
で

崇
仏
を
推
進
し
て
い
く

（河
上
ニ
O
O八
）
。

そ
う
し
た
状
況
は
、
先
に
み
た
百
済

と
同
じ
状
況
で
あ
り
、
そ
う
し
た
背
景
の
な
か
で
、
造
瓦
技
術
は
普
及
し
て
い
っ

た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
百
済
、
新
羅
両
国
の
仏
教
の
受
容
と
と
も

に
造
瓦
技
術
の
普
及
に
中
国
南
朝
梁
が
与
え
た
影
響
は
、
大
き
い
と
い
わ
ぎ
る
を

得
な
い
。

続半島南部地域における初期途瓦技術の導入、普及とその背景〔清水〕

そ
れ
で
は
、
初
期
の
新
羅
の
瓦
当
文
様
や
製
作
技
術
に
お
い
て
、
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
百
済
と
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

か
。
仏
教
受
容
期
に
お
け
る
新
羅
と
百
済
の
関
係
を
記
す
記
録
は
み
ら
れ
な
い
が
、

こ
こ
で
は
、
単
独
で
通
交
で
き
な
い
新
羅
が
百
済
の
仲
介
で
五
二
一

年
に
梁
に
通

交
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
倭
国

（日
本
）
が
梁
と
の
関
係
を
結
ぶ
に
あ
た

っ

て
の
必
要
な
手
段
と
し
て
、
百
済
が
倭
国
に
仏
教
を
公
伝
し
た
と
い
う
図
式

（河
上

二
O
O人
）
が
新
羅
と
百
済
の
あ
い
だ
に
も
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
仏
教
受
容
や
仏

教
寺
院
造
営
に
際
し
て
も
、
百
済
が
何
ら
か
の
援
助
を
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り

得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
背
最
で
、
百
済
系
の
造
瓦
技
術
が
新

羅
の
初
期
の
技
術
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

四

ま
と
め

本
論
で
は
、
韓
半
島
南
部
に
位
置
す
る
百
済
、
新
羅
両
国
に
お
け
る
造
瓦
技
術

の
導
入
、
普
及
の
様
相
を
周
辺
国
と
の
関
係
を
中
心
に
整
理
し
、
造
瓦
技
術
の
導

入
、
展
開
と
仏
教
の
伝
来
、
受
容
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
結
論
的

’
』
ふ
1

晶、
』
』

日
本
と
同
様
に
、
百
済
、
新
羅
に
お
い
て
も
造
瓦
技
術
の
導
入
、
普
及
に

仏
教
の
伝
来
、
受
容
は
大
き
く
影
響
し
た
も
の
と
筆
者
は
考
え
る

（表
1
）
。

し
か
し
、
そ
の
具
体
的
な
様
相
は
両
国
で
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

百
済
で
は
四
世
紀
に
造
瓦
が
開
始
さ
れ
、
仏
教
も
四
世
紀
後
半
に
伝
来
し
て
い
る
。

た
だ
、
そ
の
段
階
で
は
仏
教
は
本
格
的
に
受
容
さ
れ
ず
、
造
瓦
へ
の
影
響
も
さ
ほ

ど
な
い
と
み
ら
れ
る
。
百
済
で
仏
教
の
受
容
が
本
格
化
さ
れ
る
の
は
、
六
世
紀
前

半
の
武
寧
玉
、
聖
王
両
代
で
あ
り
、
造
瓦
活
動
も
、
五
二
七
年
の
大
通
寺
の
造
営

や
五
三
八
年
の
酒
批
遷
都
を
契
機
に
し
て
活
発
化
す
る
。
そ
の
動
向
は
、
仏
教
受

容
の
本
格
化
と
仏
教
寺
院
の
造
営
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

一
方
の
新
羅
は
、
百
済
よ
り
も
遅
れ
た
六
世
紀
前
半
1
中
葉
に
百
済
、
高
句
麗
、

中
国
南
朝
の
影
響
を
受
け
て
造
瓦
を
開
始
す
る
。
百
済
で
は
四
世
紀
代
に
造
瓦
を

開
始
し
て
お
り
、
同
じ
頃
に
隣
接
す
る
新
羅
に
造
瓦
技
術
が
伝
わ

っ
て
も
よ
い
は

ず
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
六
世
紀
前
半
ま
で
造
瓦
活
動
は
本
格
化
し
な
い
。
こ

の
点
は
、
五
二
七
年
の
仏
教
の
本
格
的
な
受
容
と
仏
教
寺
院
の
造
営
と
造
瓦
技
術

の
導
入
、
普
及
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

近
年
、
韓
半
島
諸
国
の
仏
教
伝
来
や
本
格
的
な
受
容
に
関
し
て
、
各
国
が
置
か

れ
て
い
る
内
政
的
、
外
交
的
な
状
況
が
、
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
主
張
さ

れ
て
い
る
が

（薗
回

一
九
八
九
、
石
井
一
九
九
六
、
河
上
二
O
O八
）
、
そ
う
し
た
状
況

は
造
瓦
技
術
の
導
入
、
普
及
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
百
済
、

新
羅
両
国
と
も
中
国
南
朝
梁
と
の
関
係
を
も
っ
て
六
世
紀
前
半
に
仏
教
の
受
容
を
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表1 東アジアの仏教受容と寺院造営

西暦 高句麗 百 済 新 羅 中国／日本 選瓦技術

小限林玉2

372 
11-0句脱仏法の始め。型軽僧服近、 前泰符目昼、Jtli遣を高句脆に 4c前半
業王待堅の命を受け仏像・経宮古 遣わして仏像経文を鮒る。 高句麗・巻忽文

をもたらし、高句麗に来る。

374 
小獣林王4
m僧阿道、tfj句D£に来る。
小献林王5 4c後半

375 肖門寺をfliJし、順過を置き、伊弗
蘭寺を創し阿道を世く。

/.'Ii句麗・蓮電文

枕iif（王l 4c後半
384 9月、胡側lfU量難陀、普より百済

に来る。百済仏法の始め。
百済・「銭文」

枕流王2
385 2月、百済仏寺を拠山に創し、

僧10人を皮す（史記24）。

393 広開土玉3
高句麗9寺を平獲にjjljす。

396 広開土王6
管制~始、遼東より高句胞に来る。 ..晶’晶晶a』.....』ー・晶晶4酔4ト..酔晶晶．

納祇主1
417 

高勾麗僧墨胡子、ー普郡に来る。
477～485’ 

475 l!~j::jt遷都。 百済・蓮悲文

紹智玉1
（中国南申~J系）

479 
熔智主代、阿道事l尚新羅に来る。

’a‘・ーー・ 4晶4』，・・－－－－ ・・ι..・・a
聖王4
百清沙門謙益、中インド常伽那 527～ 

526 
寺に赴き、党文昔t部を学んで婦 百済・「大通寺式」

る。百済律宗の始め。

聖主5 法輿玉14 6c前半
527 百波大通寺illつ。 異次領、法のため身を捻てる。 梁同泰寺建立（521-527) (527～550) 

興輪寺建つ（新雑仏教の始め）。 新羅・百済系

529 
梁：武帝、同泰寺に無遮大会を 527～544? 
設け、捨身す。 新羅田中箇南朝系

535 
法興王22
興輪寺、工を起こす。

日本：百済聖明王より仏像・経

538 1匝ilt遷都。 論をおくられ、仏教が正式に伝
わる。（「元興寺縁起』）

~玉19 6c前半～中ll!:
541 遺使、梁に赴き、毛詩博士、逆襲な

ど経義ならびに工匠暫師を表請す。
新雑・高句麗系

544 
r.i興王5
興輪寺完成。

p;：興王JO
549 新羅僧党徳、梁使と共に仏舎利

を驚し、新維に帰る。

聖王30
日本：仏教の公伝。

552 百済fl王、日本に金堂釈迦f~l艦、弥
4日J石仏及び幡輩経論若干巻を送る。 （『日本書紀』）

572 
p;輿玉33
新躍、戦没者のために八開会を設ける。

威徳王24
仏工、寺匠日本に赴く。初めて百

577 済仏像を送る。遣使大別王らに
付して経諭ならびに律師、禅師、
比丘尼、児禁師、逃仏工、:il'l寺
工ら6人を日本に送る。

主l'l収王26
鹿深臣、日本に赴き弥紺J石像1

584 躯をもたらず。釈店、使（高句麗
伯）、蘇我尚子の簡により普倍、
禅蔵、JM.普の3比丘尼をIll'.す。

威徳玉34
587 6月、日本の普倍阿尼等、百済に

赴き戒法を学ぶことを願う。

威徳主35 588 
588 百済、僧）！！.拠、令斤、恕寒等を 日本：飛鳥寺巡営 日本・百済より瓦

日本に送り仏舎利を献ず。 博士渡来

589 
n平主11 （『日本瞥紀』）

3月、新羅円光法師、求法して障に入る。
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本
格
化
さ
せ
る
。
そ
う
し
た
動
向
で
、
大
通
寺
、
奥
輪
寺
が
造
営
さ
れ
、
造
瓦
技

術
の
導
入
、
普
及
も
活
発
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
両
寺
の
造
営
が
開
始
さ
れ
た
年

は
、
梁
代
仏
寺
の
中
心
的
存
在
と
な
る
同
泰
寺
の
造
営
が
、
ま
さ
に
完
了
し
た
年

で
も
あ
っ
た

（
『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
三
、
諏
訪

一
九
九
七
）

。

【註
｝

（
l
）
高
句
麗
の
造
瓦
技
術
の
導
入
、
普
及
と
仏
教
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ

た
U
O

続半島南部地域における初期造瓦技術の導入、普及とその背景〔清水〕
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｜
朝
鮮
・
日
本
の
場
合
｜」

『東
ア

ジ
ア
社
会
と
仏
教
」
シ
リ
ー
ズ

・
東
ア
ジ
ア
仏
教
第
五
巻
、
春
秋
社

二
O
O
二

「
百
済
の
瓦
生
産
｜
熊
津
時
代
・
澗
批
時
代
を
中
心
と
し
て
｜
」
『
韓

半
島
考
古
学
論
叢
』
す
ず
さ
わ
舎
店

二
O
O
一
『
百
済
沼
批
都
城
の
造
営
と
区
画
』
ソ
ウ
ル
大
学
校
大
学
院
文
学
碩

土
学
位
論
文

一
九
九
六
「
百
済
の
瓦
」

『朝
鮮
の
古
瓦
を
考
え
る
」
帝
塚
山
考
古
学
研
究
所

二
O
O七
「
「

一
瓦

一
会
」
接
合
技
法
｜
S
R技
法
！
の
軒
丸
瓦
に
つ
い
て
」

『三
宅
雄
一
氏
・
東
鳥
取
小
学
校
・
東
鳥
取
公
民
館
寄
贈
瓦
報
告
書
」
阪
南
市

教
育
委
員
会

井

内

潔

裂

基

同

李石
井
公
成

李
タ
ウ
ン

李大大
脇脇

『井
内
古
文
化
研
究
室
報
」

一一一、

恭
白

柄
鋪潔潔

二
O
O五
『
六
朝
瓦
鳩
与
六
朝
都
城
」
文
物
出
版
社

二
O
O九
「
南
朝
瓦
総
論
」

「古
代
束
ア
ジ
ア
に
お
け
る
造
瓦
技
術
の
変
遷
と
伝

播
』
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
A
）
研
究
成
果
報
告
省
、
山
崎
信
二
編

一
九
人
O
『
朝
鮮
仏
教
の
寺
と
歴
史
』
大
法
輪
開

一
九
八
四

「百
済
淡
減
時
代
の
瓦
に
関
す
る
党
世
｜
石
村
洞
四
号
墳
出
土
例
を

中
心
と
し
て

l
」
『
ヂ
武
柄
博
士
華
甲
記
念
論
波
』
通
川
文
化
社

二
O
O六

『日
韓
古
代
瓦
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館

二
O
O九
「
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
造
瓦
技
術
の
変
遷
」

『古
代
東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
造
瓦
技
術
の
変
遷
と
伝
播
」
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
A
）
研
究

成
果
報
告
書
、

山
崎
億
二
編

軽
部
慈
恩

一
九
四
六

『百
済
芸
術
』
輔
副
雲
舎

河
上
麻
由
子
二
O
O八
「
逃
附
伎
と
仏
教
」
『
日
本
歴
史
』
第
七

一
七
号
、
日
本
歴
史
学
会
、

吉
川
弘
文
館

菱

友

邦

二
0
0
0
「
韓
国
瓦
当
芸
術
論
序
説
」

『新
羅
瓦
埼
」
国
立
慶
州
博
物
館

金

誠

亀

二
0
0
0
「新
羅
瓦
の
成
立
と
そ
の
変
遷
」

『新
羅
瓦
鳩
』
国
立
慶
州
博
物
館

金

誠

亀

二
O
O四
『百
済
の
瓦
当
芸
術
』
百
済
文
化
開
発
研
究
院
歴
史
文
庫
九
、
周
留
械

金

誠

亀

二
O
O五
「
新
縦
瓦
の
分
類
と
そ
の
変
遷
」
『
隠
逸
の
秀
腿
な
夢
新
級
瓦
当
』

畿
南
大
学
校
博
物
館

金

有

槌

二
O
O六

「
六
j
八
世
紀
新
羅
瓦
研
究
の
検
討
」

「東
岳
美
術
史
学
』
第
七

号
、
羅
庵
張
忠
植
数
授
追
募
記
念
論
叢
、
東
岳
美
術
史
学
会

権

五

栄

二
O
O三
「
漢
城
期
百
済
瓦
の
製
作
伝
統
と
発
展
の
画
期
」

「百
済
研
究
」
第

三
六
集
、
忠
商
大
学
校
百
済
研
究
所

続

五

栄

二
O
O人
「
漢
城
百
済
研
究
の
最
新
成
果
」

『淡
城
百
済
の
歴
史
と
文
化
』
特

別
史
跡
百
済
寺
跡
符
整
備
事
業
推
進
イ
ベ
ン
ト
ニ
O
八
鹿
史
購
淡
会
（
百
済
王

氏
の
ル
1
ツ
を
採
る
｜
ソ
ウ
ル
総
）
、
枚
方
市
教
育
委
員
会

・
（財
）
枚
方
市

文
化
財
研
究
調
査
会

国
立
扶
余
博
物
館

二
O
O
一
一
『百
済
の
工
一塁
特
別
展
示
図
録

国
立
文
化
財
研
究
所
ニ
O
O
一
『風
納
士
減
I
』

清
水
昭
博

二
O
O三
「
百
済
「
大
通
寺
式
」
軒
丸
瓦
の
成
立
と
展
開
｜
中
国
南
朝
系
造
瓦

資

雲雲
卒者事現

資鎌
田
茂
雄

亀
田
修

一

亀
田
修

亀
田
修
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技
術
の
伝
播

l
」

『百
済
研
究
』
第
三
人
集
、
忠
商
大
学
校
百
済
研
究
所

二
O
O四
「
百
済
「
大
通
寺
式
」
軒
丸
瓦
の
成
立
と
展
開
｜
中
国
南
朝
系
造
瓦

技
術
の
伝
播
｜
」

「日
本
考
古
学
』
第
一
七
号
、
日
本
考
古
学
協
会

二
O
O七
「
古
新
羅
瓦
の
遡
源
に
関
す
る
検
討
｜
有
軸
索
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
を

中
心
と
し
て

」

「王
権
と
武
器
と
信
仰
」
同
成
社

二
O
O
一
「新
羅
瓦
製
作
法
に
関
す
る
研
究
慶
州
勿
川
里
出
士
瓦
を
中
心
と

し
て
｜
』
東
亜
大
学
校
大
学
院
文
学
碩
士
学
位
論
文

一
九
五
四
「
新
羅
仏
教
伝
来
伝
説
考
」

『新
羅
史
の
諸
問
題
」
東
洋
文
庫

一
九
九
七

『中
国
南
朝
仏
教
史
の
研
究
」
法
蔵
館

一
九
八
九
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の
伝
来
と
受
容
日
本
仏
教
の
伝
来
と

そ
の
史
的
前
提
｜
」

『東
西
学
術
研
究
所
紀
要
」
第
二
二
集
、
関
西
大
学
東

西
学
術
研
究
所

一
九
人
九

「四
、
五
世
紀
の
高
句
麗
の
瓦
に
関
す
る
若
干
の
考
察
｜
墳
墓
発
見

の
瓦
を
中
心
と
し
て
｜
」

『東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
」
第

一
O
八
冊
、
東
洋

文
化
研
究
所

二
O
O七
「
漢
城
期
百
済
瓦
製
作
技
法
の
展
開
様
相
｜
風
収
土
域
廃
堂
地
区
出

土
瓦
を
中
心
と
し
て
｜
」

「隣
国
考
古
学
報
』
六
三
集
、
韓
国
考
古
学
会

朝
鮮
古
蹟
研
究
会

一
九
三
五

「昭
和
十

一
年
朝
鮮
古
蹟
調
査
報
告
書
』

越

源

昌

二

O
O六
「
皇
部
寺
霊
建
瓦
当
か
ら
み
た
新
羅
の
対
南
朝
交
渉
｜
蓮
華
突
帯
文

円
瓦
当
を
中
心
と
し
て
｜
」

『韓
国
上
古
史
学
報
」
第
五
二
号
、
韓
国
上
古

史
学
会

戸
田
有
二

二
O
O
一
「百
済
鐙
瓦
製
作
技
法
に
つ
い
て
（
I
）
特
に
漢
城
時
代
と
熊
津

時
代
を
中
心
と
し
て
｜
」

『百
済
文
化
』
第
一二
O
集
、
公
州
大
学
校
百
済
文

化
研
究
所

中
井
真
孝

一
九
九
四

『朝
鮮
と
日
本
の
古
代
仏
教
」
東
方
出
版

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
一
九
五
六

「飛
鳥
寺
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
五
冊

比
嘉
え
り
か
二

O
O八
「
新
経
の
瓦
」

『考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
ぬ
五
七
六
、
特
集
束
ア

ジ
ア
の
古
代
寺
院
と
瓦
、
ニ

ュ
l
サ
イ
エ
ン
ス
社

二
O
O
二

「
百
済
前
期
に
お
け
る
銭
文
瓦
当
の
創
出
と
そ
の
背
最

l
石
村
抑
制
出

清
水
昭
博

清
水
昭
博

沈

奉
議

末
松
保
和

諏
訪
義
純

薗
田
香
融

谷

些
信

鄭

治
泳

門
田
誠

梁

若手、

銀

土
資
料
の
再
検
討
｜
」

『悠
山
美
仁
求
教
授
停
年
記
念
東
北
亜
古
文
化
論
叢
』

悠
山
美
仁
求
教
授
停
年
記
念
論
叢
編
纂
委
員
会

二
O
O八
「
百
済
漢
城
時
代
の
軒
丸
瓦
」

「帝
塚
山
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研

究
科
紀
要
」
第

一
O
号
、
帝
塚
山
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科（
帝
塚
山
大
学
）
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